
単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数

心理学 必修 講義 2 40 2 40
薬理学 必修 講義 2 40 2 40
生物学 必修 講義 4 80 4 80
健康科学 必修 講義 2 40 2 40
英語 必修 講義 2 40 2 40
情報リテラシー 必修 講義 2 40 2 40

14 14 280 0 0 0 0 14 280
解剖学Ⅰ 必修 講義 4 80 4 80
解剖学Ⅱ 必修 講義 4 80 4 80
解剖学Ⅲ 必修 講義 2 40 2 40
生理学Ⅰ 必修 講義 4 80 4 80
生理学Ⅱ 必修 講義 4 80 4 80
生理学Ⅲ 必修 講義 2 40 2 40
運動学 必修 講義 2 40 2 40
一般臨床医学Ⅰ 必修 講義 2 40 2 40
一般臨床医学Ⅱ 必修 講義 2 40 2 40
外科学概論 必修 講義 3 60 3 60
整形外科学 必修 講義 2 40 2 40
病理学概論 必修 講義 3 60 3 60
リハビリテーション医学 必修 講義 2 40 2 40
柔道整復術の適応 必修 講義 2 2 40 2 40
衛生学・公衆衛生学Ⅰ 必修 講義 2 40 2 40
衛生学・公衆衛生学Ⅱ 必修 講義 1 20 1 20
職業倫理 必修 講義 1 20 1 20
関係法規 必修 講義 2 40 2 40
医学史 必修 講義 1 20 1 20
柔道Ⅰ 必修 実習 1 40 1 40
柔道Ⅱ 必修 実習 1 40 1 40
柔道Ⅲ 必修 実習 1 40 1 40
社会保障制度 必修 講義 1 1 20 1 20

37 12 260 26 540 11 240 49 1,040
基礎柔道整復学Ⅰ 必修 講義 4 80 4 80 〇
基礎柔道整復学Ⅱ 必修 講義 4 80 4 80 〇
基礎柔道整復学Ⅲ 必修 講義 2 40 2 40 〇
臨床柔道整復学Ⅰ 必修 講義 4 80 4 80 〇
臨床柔道整復学Ⅱ 必修 講義 4 80 4 80 〇
臨床柔道整復学Ⅲ 必修 講義 4 80 4 80 〇
臨床柔道整復学Ⅳ 必修 講義 4 80 4 80 〇
臨床柔道整復学Ⅴ 必修 講義 4 80 4 80 〇
臨床柔道整復学Ⅵ 必修 講義 4 80 4 80 〇
柔道整復術適応の臨床的判定 必修 講義 2 40 2 40 〇
柔道整復実技Ⅰ 必修 実習 2 60 2 60 〇
柔道整復実技Ⅱ 必修 実習 2 60 2 60 〇
柔道整復実技Ⅲ 必修 実習 2 60 2 60 〇
柔道整復実技Ⅳ 必修 実習 2 60 2 60 〇
柔道整復実技Ⅴ 必修 実習 2 60 2 60 〇
柔道整復実技Ⅵ 必修 実習 2 60 2 60 〇
柔道整復実技Ⅶ 必修 実習 2 60 2 60 〇
高齢者・競技者の外傷予防 必修 実習 2 60 2 60 〇
包帯実技 必修 実習 2 60 2 60 〇
臨床実習Ⅰ 必修 実習 1 45 1 45 〇
臨床実習Ⅱ 必修 実習 1 45 1 45 〇
臨床実習Ⅲ 必修 実習 1 45 1 45 〇
臨床実習Ⅳ 必修 実習 1 45 1 45 〇

48 19 445 16 430 23 565 58 1,440
合計 99 45 985 42 970 34 805 121 2,760

45 － 42 － 34 － 121 －
－ 985 － 970 － 805 － 2,760

0 － 0 － 0 － 0 －
－ 0 － 0 － 0 － 0

45 － 42 － 34 － 121 －
－ 985 － 970 － 805 － 2,760 卒業に必要な総授業時数

備考：授業時間の1単位時間は45分とする。
　　　　1年間に履修する授業科目の上限は、必修科目単位数とする。
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授業科目一覧表（令和８年度入学生）
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